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実
と
説
話
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話
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記
録

高

橋

二貝

塚
 
実
 
と
．
説
 
話
・

 
 
一
、
小
野
篁
の
話

 
宇
治
拾
遺
物
語
第
四
十
九
（
巻
三
曲
十
七
）
 
「
小
野
笙
愚
才
事
」
は
左
の
よ

う
な
内
容
の
話
で
あ
る
。

 
嵯
峨
天
皇
の
時
、
内
裏
に
札
を
立
て
て
「
無
悪
善
」
と
書
い
て
あ
っ
た
。
天

皇
は
篁
に
よ
め
と
言
う
と
、
恐
れ
多
い
の
で
申
せ
な
い
と
断
わ
っ
た
が
、
何
度

も
責
め
ら
れ
て
「
さ
が
な
く
て
よ
か
ら
ん
」
と
読
ん
だ
。
「
こ
れ
は
お
前
が
書

い
た
の
だ
ろ
う
。
」
 
「
だ
か
ら
申
せ
ま
せ
ん
と
申
し
ま
し
た
。
」
 
「
お
前
は
書

い
た
も
の
は
何
で
も
読
め
る
か
。
」
「
何
で
も
読
み
ま
し
ょ
う
。
」
そ
こ
で
天

皇
は
仮
名
の
ネ
（
子
）
文
字
を
十
二
書
い
て
読
め
と
言
っ
た
。
す
る
と
篁
は
「

猫
の
子
の
子
猫
、
獅
子
の
子
の
子
獅
子
」
と
読
ん
だ
。
そ
の
た
め
篁
は
と
が
め

が
な
く
て
す
ん
だ
。

 
 
（
今
は
昔
、
小
野
篁
と
い
ふ
人
お
は
し
け
り
。
嵯
峨
の
帝
の
御
時
に
、
内

 
裏
に
ふ
だ
を
た
て
た
り
け
る
に
、
無
悪
善
と
書
き
た
り
け
り
。
帝
、
笙
に
、
「

 
よ
め
」
と
お
ほ
せ
ら
れ
た
り
け
れ
ば
、
．
「
よ
み
は
よ
み
候
ひ
な
ん
。
さ
れ
ど

 
恐
に
て
候
へ
ば
、
之
申
さ
ぶ
ら
は
じ
」
と
奏
し
け
れ
ば
、
「
た
ぶ
申
せ
」
と
、

 
た
び
た
び
仰
ら
れ
け
れ
ば
、
「
さ
が
な
く
て
よ
か
ら
ん
と
申
て
此
ぞ
。
さ
れ

 
ば
、
君
を
の
ろ
ひ
参
ら
せ
て
候
な
り
」
と
申
け
れ
ば
、
 
「
お
の
れ
は
な
ち
て

 
は
、
た
れ
か
書
か
ん
」
と
仰
ら
れ
け
れ
ば
、
 
「
さ
れ
ば
こ
そ
、
申
さ
ぶ
ら
は

 
じ
と
は
申
て
撃
つ
れ
」
と
申
に
、
御
門
「
さ
て
、
な
に
も
書
き
た
ら
ん
物

 
は
、
よ
み
て
ん
や
」
と
、
お
ほ
せ
ら
れ
け
れ
ば
、
 
「
何
に
て
も
、
よ
み
さ
ぶ

 
ら
ひ
な
ん
」
と
申
け
れ
ば
、
か
た
仮
名
の
ね
も
じ
を
十
ご
書
か
せ
て
、
給

 
て
、
「
よ
め
」
と
お
ほ
せ
ら
れ
け
れ
ば
、
「
ね
こ
の
子
の
こ
ね
こ
、
し
～
の

 
子
の
こ
じ
～
」
と
よ
み
た
り
け
れ
ば
、
御
門
ほ
㌧
ゑ
ま
せ
給
て
、
こ
ど
な
く

 
て
や
み
に
け
り
。
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
へ

 
こ
の
話
は
小
野
篁
が
無
悪
善
を
嵯
峨
と
ひ
っ
か
け
て
よ
ん
だ
話
で
あ
る
が
、

篁
の
広
量
を
伝
え
て
い
る
。
同
話
は
江
談
抄
巻
三
、
十
全
抄
巻
七
等
に
あ
る
。

た
だ
し
こ
の
話
は
事
実
か
と
い
う
と
疑
わ
し
い
。
周
知
の
通
り
篁
が
嵯
峨
上
皇

の
激
鱗
に
ふ
れ
て
隠
岐
国
に
流
ざ
れ
た
事
実
は
あ
る
が
、
そ
れ
は
宇
治
拾
遺
物

語
等
で
伝
え
て
い
る
よ
う
な
右
の
話
で
嵯
峨
天
皇
が
怒
っ
た
か
ら
で
は
な
い
。

承
和
元
年
（
4
3
8
）
に
篁
は
遣
唐
副
使
に
任
じ
ら
れ
た
が
、
暴
風
雨
の
た
め
二
回

渡
海
に
失
敗
し
、
三
回
目
に
篁
の
乗
船
す
る
船
に
大
使
藤
原
常
嗣
が
乗
船
す
る

こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
篁
は
怒
っ
て
乗
船
せ
ず
病
と
称
し
て
留
ま
つ
だ
。
ま
た

（33）

事
実
と
説
話
・
説
話
と
記
録



西
道
謡
を
作
っ
て
遣
唐
の
使
を
調
刺
し
た
。
そ
の
た
め
嵯
峨
上
皇
の
怒
り
に
あ

っ
て
流
罪
と
な
っ
た
（
続
日
本
後
紀
承
和
五
年
六
月
・
十
二
月
。
文
徳
実
録
仁

寿
二
年
十
二
月
条
等
。
）
。
こ
の
事
件
か
ら
見
る
と
、
篁
は
才
学
に
す
ぐ
れ
て
い

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
き

る
と
共
に
、
江
談
抄
、
大
日
本
史
巻
（
一
二
四
）
で
不
覇
と
評
し
て
い
る
よ
う

に
、
自
尊
心
の
高
い
、
野
人
の
よ
う
な
と
こ
ろ
が
あ
る
。
ま
た
嵯
峨
天
皇
か
ら

は
若
年
の
時
か
ら
可
愛
が
ら
れ
た
ら
し
く
、
篁
が
馬
を
好
ん
で
学
業
に
努
め
な

か
っ
た
の
で
天
皇
が
「
既
為
二
其
人
（
小
野
零
守
）
之
子
一
。
何
還
為
二
弓
馬
之

士
一
塁
。
」
と
歎
く
と
、
篁
は
恥
じ
て
、
学
問
に
志
す
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う

（
文
徳
実
録
仁
寿
二
年
十
二
月
条
）
。

 
宇
治
拾
遺
物
語
の
右
の
話
は
江
談
抄
巻
三
、
十
訓
義
巻
七
に
同
話
が
あ
っ

て
、
こ
の
話
の
後
に
篁
が
「
一
斗
三
論
不
来
待
書
誌
降
雨
慕
漏
寝
」
（
江
談
抄
）

と
あ
る
一
文
を
「
月
よ
に
は
こ
ぬ
人
待
た
．
る
か
き
く
も
り
雨
も
降
ら
な
ん
こ
ひ

つ
つ
も
ね
ん
」
と
よ
ん
だ
話
を
記
し
て
い
る
。
こ
の
歌
は
十
訓
抄
に
記
し
て
い

る
よ
う
に
元
来
古
今
和
歌
集
巻
十
五
恋
五
に
読
人
し
ら
ず
の
歌
と
し
て
の
せ
て

い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
こ
の
話
は
石
原
昭
平
氏
（
東
京
堂
「
説
話
文
学
辞
典
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
へ

）
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
後
人
の
作
為
性
が
強
い
が
、
無
悪
善
の
話
も
事

実
で
は
な
い
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
ケ
。
た
だ
し
先
の
国
史
に
見
え
る
篁
の
入
物

嫁
と
嵯
峨
天
皇
と
の
関
係
等
が
こ
の
話
に
反
映
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。

二
、
進
命
婦
の
話

 
も
う
一
話
宇
治
拾
遺
物
語
か
ら
例
を
引
く
。
第
六
十
（
巻
四
第
八
）
 
「
進
命

婦
清
水
寺
参
事
」
は
左
の
よ
う
な
内
容
の
話
で
あ
る
。

 
進
命
婦
が
若
か
う
た
時
、
い
つ
も
清
水
寺
に
参
詣
し
た
と
こ
ろ
、
八
十
歳
に

な
る
師
の
僧
が
進
命
婦
を
見
て
恋
い
の
病
気
に
か
か
っ
て
、
死
に
そ
う
に
な
っ

た
。
進
命
婦
は
そ
の
こ
と
を
聞
い
て
僧
の
枕
も
と
に
寄
っ
た
。
そ
し
て
「
ど
の

よ
う
な
こ
と
を
仰
せ
ら
れ
て
も
そ
む
く
こ
と
は
い
た
し
ま
せ
ん
。
」
と
い
う

と
、
僧
は
「
八
万
余
部
よ
み
奉
っ
た
法
華
経
中
の
第
一
に
功
徳
の
あ
る
文
句
を

あ
な
た
に
さ
し
上
げ
ま
す
。
俗
人
を
お
生
み
に
な
る
な
ら
関
白
、
摂
政
を
、
女

な
ら
女
御
、
后
に
な
る
方
を
、
僧
な
ら
法
務
の
大
僧
正
を
お
生
み
下
さ
い
。
」

と
言
っ
て
死
ん
だ
。

 
右
の
話
に
続
け
て
本
文
は
「
其
後
、
こ
の
女
（
進
命
婦
）
、
宇
治
殿
（
藤
原

頼
通
）
に
思
は
れ
参
ら
せ
て
、
は
た
し
て
、
京
極
大
殿
（
師
実
）
、
四
条
宮
（

寛
子
）
．
、
三
井
の
覚
園
座
主
を
う
み
奉
れ
り
と
そ
。
」
と
あ
る
。
一
こ
の
話
は

古
事
職
蜂
二
に
同
話
が
あ
る
。

 
進
命
婦
が
藤
原
頼
通
に
愛
さ
れ
て
大
勢
の
子
を
産
ん
だ
こ
と
は
愚
管
抄
．
（
巻

四
）
に
あ
る
。
進
命
婦
に
つ
い
て
尊
卑
分
脈
に
は
因
幡
守
種
成
女
虎
子
と
あ
る

が
、
栄
花
物
語
（
巻
三
十
一
「
殿
上
の
花
見
」
等
）
で
は
元
来
頼
通
の
母
倫
子

に
仕
え
て
い
た
女
で
あ
る
が
、
世
間
体
を
は
ば
か
っ
て
中
務
宮
の
娘
と
い
う
こ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注
1

と
に
し
た
と
あ
る
。
素
姓
は
む
し
ろ
明
ら
か
で
は
な
か
っ
た
も
よ
う
で
あ
る
。

 
こ
の
話
の
特
色
に
つ
い
て
述
べ
る
と
、
若
い
者
同
士
の
恋
と
い
う
普
遍
的
な

話
で
は
な
く
、
悟
り
す
ま
し
た
は
ず
の
八
十
歳
の
師
の
僧
が
若
い
女
に
恋
し
て

死
ん
だ
と
い
う
異
常
な
出
来
事
が
話
の
生
ま
れ
る
核
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
た
だ
し
こ
の
話
に
は
後
日
話
が
あ
る
。
即
ち
僧
が
死
ん
で
数
十
年
後
に
進

命
婦
の
子
は
僧
の
遺
言
通
り
に
、
師
実
が
摂
政
関
白
に
、
寛
子
が
后
に
、
覚
円

が
法
務
天
台
座
主
に
な
っ
て
い
る
。
僧
の
遺
言
は
実
現
し
た
。
逆
に
考
え
る
と

僧
の
遺
言
が
実
現
し
な
け
れ
ば
首
尾
一
貫
し
た
話
に
は
な
ら
な
か
っ
た
わ
け
で

あ
る
。
そ
こ
で
右
の
よ
う
な
話
に
ま
と
ま
っ
た
の
は
か
な
り
後
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
僧
の
遺
言
も
事
実
か
ど
う
か
怪
し
い
。
師
の
僧
が
進
命
婦
に
恋
し
た
の
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を
痴
り
に
事
実
だ
っ
た
と
し
て
も
、
師
が
「
俗
を
う
ま
せ
給
は
ば
、
関
白
、
摂

政
を
う
ま
せ
給
へ
。
女
を
う
ま
せ
給
は
ば
、
女
御
、
后
を
生
せ
給
へ
。
僧
を
う

ま
せ
給
は
ば
、
法
務
の
大
僧
正
を
生
せ
給
へ
。
」
と
遺
言
し
た
一
文
は
進
命
婦

の
子
供
が
そ
れ
ぞ
れ
摂
政
面
識
、
女
御
后
、
法
務
大
僧
正
に
な
っ
て
以
後
付
加

さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
こ
の
話
は
前
述
し
た
小
野

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ノ

篁
の
話
の
よ
う
に
事
実
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
後
に
作
ら
れ
た
可
能
性
が
強

い
。
も
う
一
歩
論
を
飛
躍
さ
せ
る
と
、
頼
通
の
正
妻
に
は
子
が
い
な
か
っ
た
と

い
う
が
（
愚
管
抄
）
、
 
一
方
進
命
婦
に
は
次
々
と
子
が
誕
生
し
、
出
世
し
た
の

で
、
こ
の
よ
う
な
話
が
で
き
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

三
、
行
基
と
婆
羅
門
僧
正
の
話

 
今
昔
物
語
集
魚
十
一
第
七
「
婆
羅
門
僧
正
、
為
値
行
基
従
天
竺
来
朝
語
」
は

左
の
よ
う
な
内
容
の
話
で
あ
る
。

 
聖
武
天
皇
が
東
大
寺
を
建
立
し
て
開
眼
供
養
す
る
時
に
行
基
を
講
師
に
し
ょ

う
と
し
た
。
す
る
と
行
基
は
外
国
か
ら
講
師
を
つ
と
め
る
汰
が
来
る
で
あ
ろ
う

と
言
っ
て
、
百
人
の
僧
と
共
に
難
波
の
津
に
迎
え
に
行
っ
た
。
行
基
の
予
言
通

り
に
天
竺
の
婆
羅
門
が
海
上
に
現
わ
れ
た
。
行
基
は
婆
羅
門
に
「
霊
山
ノ
釈
迦

ノ
御
前
ニ
テ
契
テ
シ
真
如
朽
セ
ズ
相
見
ッ
ル
カ
ナ
」
と
い
う
歌
を
奉
る
と
、
婆

羅
門
は
「
迦
砒
羅
衛
二
心
二
極
リ
シ
甲
斐
有
リ
テ
文
殊
ノ
御
菜
相
見
ツ
ル
カ
ナ

」
と
い
う
歌
を
返
し
た
。
そ
の
後
天
皇
は
婆
羅
門
を
講
師
と
し
て
東
大
寺
を
供

養
し
終
っ
た
。

 
こ
の
話
は
三
宝
絵
詞
工
法
、
日
本
住
生
極
楽
記
、
拾
遺
和
歌
集
哀
傷
部
等
に

同
話
、
あ
る
い
は
右
の
歌
を
掲
載
す
る
。

 
と
こ
ろ
で
右
の
話
は
東
大
寺
の
開
眼
供
養
に
際
し
、
奈
良
時
代
の
高
僧
行
基

事
実
と
説
話
・
説
話
と
記
録

と
婆
羅
門
僧
菩
提
と
が
会
っ
て
歌
を
贈
答
し
た
話
で
あ
る
が
、
こ
の
話
に
つ
い

て
は
す
で
に
山
田
孝
雄
氏
が
三
宝
絵
山
稼
の
「
（
聖
武
天
皇
が
東
大
寺
を
作
っ

・
て
）
供
養
し
給
は
む
ず
る
に
講
師
に
は
云
々
」
の
注
に
「
行
基
の
死
は
天
平
勝

宝
元
年
二
月
に
し
て
、
供
養
は
四
月
な
り
。
そ
の
際
に
行
基
が
波
羅
門
僧
正
を

迎
に
難
波
津
に
赴
き
し
こ
と
正
史
に
無
し
。
」
と
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
史
実

と
相
違
し
て
い
る
処
が
あ
る
。
即
ち
、
東
大
寺
開
眼
は
天
平
勝
宝
四
年
（
2
5
7
）

四
月
（
続
日
本
紀
、
東
大
寺
要
録
）
で
あ
る
が
、
行
基
は
す
で
に
三
年
前
の
天

平
二
十
一
年
（
天
平
勝
宝
元
年
）
二
月
に
没
じ
て
い
る
。
一
方
、
婆
羅
門
僧
菩

提
が
続
日
本
紀
に
始
め
て
見
え
る
の
は
天
平
八
年
（
6
3
7
）
冬
十
月
戊
申
条
の
「

施
二
唐
僧
道
 
塔
、
波
羅
門
僧
菩
提
等
時
三
一
。
」
の
記
事
で
あ
る
が
、
行
基
の
没

し
た
翌
々
年
、
天
平
勝
宝
三
年
四
月
に
僧
正
に
な
っ
て
い
る
（
三
日
本
紀
、
僧

綱
補
任
）
。
そ
こ
で
東
大
寺
開
眼
の
時
は
僧
正
と
し
て
参
加
し
て
い
た
は
ず
で

あ
る
。
な
お
続
日
本
紀
に
は
行
基
と
婆
羅
門
僧
が
難
波
津
で
会
っ
た
記
事
は
な

い
。
ま
た
婆
羅
門
僧
菩
提
の
初
期
の
伝
と
考
え
ら
れ
る
「
南
天
竺
婆
羅
門
僧
正

碑
」
 
（
群
書
類
従
）
に
菩
提
の
来
朝
に
つ
い
て
は
「
同
年
（
天
平
八
年
）
八
月

八
日
三
二
於
摂
津
国
治
下
一
。
 
（
中
略
）
主
客
（
行
基
と
菩
提
）
相
謁
。
如
二
旧

相
知
一
。
」
と
あ
っ
て
、
二
人
が
会
合
し
た
記
事
は
あ
る
が
、
難
波
津
で
二
人

が
歌
を
贈
答
し
た
こ
と
は
記
さ
な
い
。
今
昔
物
語
集
（
三
宝
絵
詞
も
同
）
で
は

行
基
が
婆
羅
門
の
来
朝
を
天
皇
に
奏
上
し
て
難
波
津
に
行
っ
た
こ
と
に
な
っ
て

い
る
が
、
南
天
竺
婆
羅
門
僧
正
碑
に
よ
る
と
「
鼠
講
聖
朝
通
レ
好
発
二
使
唐
国
｝
。

使
人
丹
治
比
真
人
広
成
。
学
問
僧
四
鏡
。
仰
二
其
芳
誉
一
。
要
請
三
帰
。
僧
正

感
二
其
懇
志
一
。
無
レ
所
二
辞
請
一
。
以
二
大
唐
開
元
十
八
年
十
二
月
十
三
日
一
。
与
二

同
伴
林
邑
僧
仏
徹
唐
国
僧
道
塘
一
。
随
レ
船
涯
・
海
。
 
（
中
略
）
以
二
天
平
八
年
五

月
十
八
日
一
。
得
レ
到
二
築
紫
大
宰
府
一
。
」
と
あ
っ
て
、
丹
治
比
真
人
広
成
等
の
要
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請
に
よ
っ
て
天
平
八
年
に
太
宰
府
に
到
着
し
た
と
記
し
て
い
る
。
ま
た
今
昔
物

語
集
等
に
よ
る
と
、
婆
羅
門
は
東
大
寺
の
開
眼
供
養
の
講
師
を
つ
と
め
る
た
め

に
来
朝
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
菩
提
の
来
朝
は
天
平
八
年
で
あ
り
、
開

眼
の
年
か
ら
は
十
六
年
前
、
東
大
寺
に
盧
遮
那
仏
を
建
立
し
始
め
た
天
平
十
五
．

年
か
ら
は
七
年
前
に
来
朝
し
て
い
る
。

 
こ
れ
ら
の
点
か
ら
、
東
大
寺
開
眼
供
養
に
際
し
、
行
基
は
婆
羅
門
の
来
朝
を

予
言
し
て
難
波
津
ま
で
迎
え
に
出
て
会
見
し
、
歌
を
贈
答
し
た
と
い
う
話
は
、

話
と
し
て
は
よ
く
で
き
て
い
る
が
、
事
実
と
し
て
は
疑
わ
し
い
と
い
う
こ
と
に

な
る
。

 
以
上
の
論
証
の
結
果
、
左
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
一
、
菩
提
の
来
朝
は
天
平
八
年
で
、
東
大
寺
開
眼
供
養
の
十
六
年
前
で
あ

る
。 

二
、
行
基
が
菩
提
の
来
朝
を
予
言
し
た
と
い
う
話
は
疑
わ
し
い
。
菩
提
の
来

朝
は
す
で
に
わ
か
っ
て
い
た
。

 
三
、
難
波
津
で
行
基
と
菩
提
が
和
歌
の
贈
答
を
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
は
な

い
。

 
四
、
東
大
寺
開
眼
供
養
の
時
に
は
行
基
は
す
で
に
没
し
て
い
た
。

四
、
北
山
の
餌
取
法
師
の
話

 
今
昔
物
語
集
巻
十
五
第
二
十
七
「
北
山
餌
取
法
師
、
往
生
語
」
（
打
聞
機
宜
二

十
七
「
補
陀
落
寺
屠
児
事
」
も
同
話
）
は
左
の
よ
う
な
内
容
の
話
で
あ
る
。

 
天
台
座
主
延
昌
が
若
い
時
、
都
の
北
山
で
修
行
し
て
道
に
迷
い
、
餌
取
法
師

の
家
に
と
ま
っ
た
。
法
師
は
妻
帯
し
、
牛
馬
の
肉
を
食
と
し
て
い
た
。
延
昌
は

恐
ろ
し
く
思
っ
て
い
る
と
、
法
師
は
夜
明
け
に
起
き
て
沐
浴
し
、
仏
前
で
弥

陀
の
念
仏
を
と
な
え
た
。
夜
が
明
け
て
か
ら
延
昌
が
法
師
に
尋
ね
る
と
“
 
「
年

来
念
仏
を
唱
え
る
こ
と
を
つ
と
め
と
し
て
お
り
ま
す
。
死
ぬ
時
に
お
知
ら
せ
し

ま
す
の
で
寺
を
造
っ
て
下
さ
い
。
」
と
言
っ
た
。
あ
る
夜
延
昌
の
房
に
音
楽
が

聞
こ
え
、
房
の
戸
を
叩
い
て
、
法
師
の
往
生
を
告
げ
る
声
が
し
た
。
延
昌
は
尊

く
思
い
、
村
上
天
皇
に
申
し
て
法
師
の
住
ん
で
い
た
場
所
に
寺
を
建
て
、
補
陀

落
寺
と
名
づ
け
た
。

 
こ
の
話
の
中
で
、
法
師
が
若
い
修
行
者
（
延
昌
）
に
対
し
て
「
死
ぬ
時
に
お

 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
 
ヘ
 
 
 
ヘ
 
 
へ

知
ら
せ
し
ま
す
の
で
寺
を
造
っ
て
下
さ
い
。
」
（
今
昔
物
語
集
「
死
ナ
ム
時
ハ
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
 
ヘ
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
 
ヘ
 
 
 
ヘ
 
 
 
ヘ
 
 
 
へ

必
ズ
、
告
ゲ
奉
ラ
ム
。
亦
、
己
レ
死
ナ
ム
後
ニ
ハ
、
此
ノ
所
ヲ
バ
寺
ヲ
評
言

へ
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ

へ
。
今
日
譲
リ
奉
り
ツ
」
。
打
聞
集
「
死
時
必
告
申
ヘ
シ
。
又
□
後
学
ハ
此
所

へ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ

ヲ
ハ
寺
墨
色
へ
。
ヲ
マ
ヘ
ニ
ユ
ッ
リ
マ
ウ
ス
。
」
）
と
言
う
処
が
あ
る
。
実
際

問
題
と
し
て
未
熟
で
若
い
修
行
者
に
対
し
て
法
師
が
こ
の
よ
う
に
（
特
に
…
…

を
付
し
た
処
）
言
う
か
ど
う
か
、
疑
問
が
残
る
。

 
補
陀
落
寺
ば
日
本
紀
略
（
天
徳
三
年
四
月
二
十
九
日
条
「
天
台
座
主
延
昌

供
二
野
補
多
楽
四
一
」
、
応
和
二
年
四
月
十
七
日
条
「
延
昌
申
下
蒙
二
宣
旨
「
、
三
三

建
二
立
補
多
楽
寺
一
為
中
御
願
寺
上
」
）
、
扶
桑
略
記
等
に
よ
る
と
天
慶
八
年
（
5
4
9
）

に
建
立
さ
れ
、
応
和
二
年
（
2
6
9
）
に
御
願
寺
と
さ
れ
て
い
る
が
、
寺
の
由
来
に
つ

い
て
は
、
門
葉
記
（
第
一
三
四
、
寺
院
四
「
補
陀
落
寺
」
）
に
当
寺
に
関
す
る

延
昌
の
願
文
が
載
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と

当
寺
は
始
め
明
灯
寺
と
称
し
て
い
た
が
、
血
振
が
修
行
の
際
に
偶
然
に
当
寺
を

見
つ
け
、
後
は
装
置
楽
寺
と
寺
号
を
改
め
た
。
願
文
に
は
餌
取
法
師
の
話
は
記

さ
な
い
。
そ
こ
で
餌
取
法
師
の
話
が
実
際
に
あ
っ
た
話
な
の
か
、
ま
た
誰
れ
に

よ
っ
て
話
し
、
伝
え
ら
れ
た
の
か
は
こ
れ
ら
の
資
料
に
よ
る
限
り
明
ら
か
で
は

な
い
。
む
し
ろ
願
文
を
信
用
す
る
と
、
今
昔
物
語
集
・
打
聞
集
の
餌
取
法
師
の
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話
は
後
人
に
よ
る
作
為
性
が
強
い
こ
と
に
な
る
。
一
方
、
貞
信
公
記
 
承
平
元

年
（
1
3
9
）
三
月
二
十
四
日
条
に
「
暁
余
入
、
令
三
無
爵
施
二
北
山
修
行
者
一
。
」
と

あ
る
記
事
、
及
び
日
本
往
生
極
楽
記
の
延
昌
往
生
話
の
末
文
に
「
朱
雀
村
上
両

帝
。
帰
依
為
レ
師
。
後
賜
二
議
慈
念
一
 
。
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
延
昌
が
北
山

で
修
行
し
て
い
た
こ
と
、
及
び
村
上
天
皇
に
尊
ば
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
こ
と
は
今
昔
・
打
聞
集
の
話
に
も
そ
れ
ぞ
れ
反
映
し
て
い
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
と
の
話
に
関
し
て
平
林
盛
得
氏
（
「
餌
取
法
師
往
生
説
話
の
形
成
上
中
下
」
金

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
く
く
く

沢
文
庫
研
究
十
四
年
三
？
五
号
）
は
、
外
野
往
生
話
が
日
本
往
生
極
楽
記
と
本

朝
法
華
験
記
に
あ
り
、
ま
た
今
昔
物
語
集
魚
十
五
第
二
十
八
「
鎮
西
餌
取
法

師
、
往
生
語
」
の
餌
取
法
師
の
話
が
本
朝
法
華
験
記
巻
中
言
七
十
三
「
浄
尊
法

師
」
に
あ
る
と
こ
ろ
が
ら
、
右
の
延
昌
の
話
が
早
く
成
立
し
て
い
た
な
ら
ば
日

本
往
生
極
楽
記
、
あ
る
い
は
本
朝
法
華
験
記
に
収
録
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
と

述
べ
、
ま
た
延
言
の
話
と
今
昔
巻
十
五
第
二
十
八
を
含
め
た
餌
取
法
師
の
話
が

「
律
令
制
の
解
体
に
と
も
な
っ
て
広
般
に
現
わ
れ
た
私
度
僧
の
存
在
を
前
提
と

し
、
叡
山
浄
土
思
想
の
展
開
の
な
か
で
生
れ
、
育
っ
た
も
の
で
あ
る
。
」
と
見

る
。
傾
聴
す
べ
き
説
で
あ
る
。

五
、
愚
管
抄
の
中
の
話
か
ら

 
事
実
が
変
化
す
る
原
因
に
は
様
々
の
理
由
が
あ
ろ
う
。
篁
や
行
基
の
場
合
、

篁
の
広
才
を
伝
え
、
あ
る
い
は
行
基
に
対
す
る
信
仰
や
勢
望
か
ら
奇
蹟
の
話
が

作
ら
れ
た
り
、
事
実
が
変
え
ら
れ
る
場
合
が
あ
ろ
う
σ
そ
れ
と
共
に
左
の
愚
管

抄
の
話
の
場
合
も
事
実
と
噂
話
が
か
な
ら
ず
し
も
一
致
し
な
い
一
例
と
し
て
と

り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

 
愚
管
抄
巻
四
に
左
の
話
を
載
せ
る
。

事
実
と
説
話
・
説
話
と
記
録

 
 
 
 
 
㊧

 
保
元
元
年
伍
七
月
二
日
、
鳥
羽
上
皇
は
鳥
羽
殿
の
安
楽
寿
院
で
崩
御
し
た
。

そ
の
時
子
の
崇
徳
上
皇
が
見
舞
に
来
た
が
誰
も
案
内
す
る
者
が
い
な
か
っ
た
の

で
、
怒
っ
て
南
殿
に
車
を
入
れ
た
。
そ
の
時
、
そ
こ
を
通
り
が
か
っ
た
鳥
羽
上

皇
の
従
者
平
親
範
が
送
受
上
皇
に
打
た
れ
て
目
を
つ
ぶ
さ
れ
た
と
い
う
噂
が
立

っ
た
。
鳥
羽
上
皇
の
思
い
人
で
あ
る
土
佐
殿
と
い
う
女
房
が
鳥
羽
上
皇
に
告
げ

る
と
、
上
皇
は
目
を
き
ら
り
と
開
い
て
息
を
引
き
と
っ
た
と
い
う
。
後
に
愚

管
抄
の
著
者
、
慈
円
が
直
接
親
範
に
事
情
を
聞
く
と
、
親
範
は
「
目
は
つ
ぶ
れ

て
は
い
な
い
。
着
着
上
皇
の
近
く
を
通
る
と
従
者
が
投
げ
た
石
が
車
の
窓
に
当

っ
た
。
ま
た
上
皇
の
御
幸
と
い
う
の
で
急
い
で
車
か
ら
下
り
る
と
、
車
の
す
だ

れ
か
ら
出
て
い
た
竹
が
目
に
当
っ
て
血
が
狩
衣
に
か
か
っ
た
。
そ
れ
を
見
て
従

者
は
投
石
を
止
め
た
。
」
と
語
っ
た
。

 
こ
の
話
の
場
合
は
事
実
と
人
々
の
噂
と
が
違
う
場
合
で
あ
る
。
こ
の
話
の
場

合
、
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
食
い
違
い
が
起
っ
た
の
か
と
い
う
と
、
話
の
背
景
と
し

て
周
知
の
通
り
保
元
の
乱
の
一
原
因
と
な
っ
た
鳥
羽
・
崇
徳
両
上
皇
の
対
立
が

考
え
ら
れ
る
。
両
上
皇
の
対
立
が
周
囲
や
従
者
の
間
に
ま
で
と
げ
と
げ
し
い
雰

囲
気
を
か
も
し
出
し
、
そ
の
よ
う
な
雰
囲
気
が
こ
の
よ
う
な
噂
話
を
作
り
出
し

た
の
で
あ
ろ
う
。
 
 
，

 
以
上
、
五
例
を
出
す
ご
と
に
よ
っ
て
事
実
と
説
話
と
の
関
係
に
つ
い
て
述
べ

て
来
た
。
今
昔
物
語
集
・
宇
治
拾
遣
物
語
等
、
中
古
中
世
の
説
話
集
に
多
く
の

説
話
が
と
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
説
話
の
形
成
に
は
い
ろ
く
な
場
合
が
考

え
ら
れ
、
一
概
に
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
し
右
の
論
証
に
よ
っ
て
、
あ

る
説
話
1
こ
こ
で
は
特
に
噂
話
、
世
間
話
一
の
場
合
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
説
話

の
背
後
に
は
事
実
が
何
ら
か
の
形
で
反
映
し
て
い
る
と
は
い
え
、
説
話
は
事
実
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そ
の
ま
ま
で
は
な
く
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注
2

作
為
が
働
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

注
一
、
日
本
古
典
文
学
大
系
「
栄
花
物
語
」
下
補
注
三
六
七
、
真
鍋
煕
子
氏

 
 
「
進
命
婦
に
つ
い
て
」
和
歌
史
研
究
会
会
報
二
号
（
昭
和
三
十
六
年
六

 
 
月
）
参
照
。

 
2
、
な
お
志
村
有
弘
氏
（
「
中
世
説
話
文
学
研
究
序
説
」
所
収
「
説
話
と

 
 
事
実
」
）
も
本
論
文
と
関
連
の
あ
る
内
容
の
論
文
を
発
表
し
て
お
ら
れ

 
 
る
。

説
 
話
 
と
 
記
 
録

 
説
話
に
は
、
濃
淡
の
差
は
あ
る
が
、
説
話
が
作
ら
れ
（
あ
る
い
は
生
ま
れ
）
、

伝
え
ら
れ
た
時
代
の
社
会
事
情
や
世
相
、
人
々
の
何
ら
か
の
関
心
事
を
反
映
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
説
話
集
所
収
話
を
他
の
ジ
ャ
ン
ル
の
作
品
や
記
録
等

に
当
っ
て
調
べ
る
と
、
一
己
の
中
に
見
ら
れ
る
の
と
同
様
の
要
素
を
諸
作
品
、

記
録
の
中
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
話
が
伝
え
ら
れ
、
記
さ
れ
る
た
め
に

は
、
話
の
中
に
話
の
伝
承
者
、
記
録
者
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
外
の
人
々
に
と
っ

て
関
心
を
ひ
く
要
素
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
主
に
平
安
時
代
（
ま
た
は
中

古
）
の
諸
作
品
、
記
録
を
さ
ぐ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
話
に
反
映
し
て
い
る
そ
れ

ら
の
要
素
が
何
な
の
か
を
考
え
る
。

一、

ｴ
原
元
輔
が
落
馬
し
て
冠
を
落
す
話

 
清
原
元
輔
が
内
蔵
助
の
時
、
賀
茂
祭
の
使
者
と
な
っ
て
一
条
大
路
を
渡

る
途
中
、
大
勢
の
若
い
殿
上
人
の
見
て
い
る
前
で
馬
が
つ
ま
ず
い
て
倒
れ
、
元

輔
は
落
馬
し
て
冠
を
落
し
た
。
殿
上
人
は
気
の
毒
に
思
っ
て
い
る
と
、
元
輔
は

見
物
の
人
々
の
そ
ば
に
来
て
「
馬
は
つ
ま
ず
け
ば
倒
れ
る
の
が
当
然
だ
。
冠
も

し
っ
か
り
結
ん
で
あ
る
の
で
は
な
い
か
ら
落
ち
る
こ
と
も
あ
る
。
昔
の
大
臣
、

中
納
言
も
晴
れ
の
日
に
冠
を
落
し
た
。
だ
か
ら
笑
っ
て
は
い
け
な
い
。
」
と
言

っ
て
聞
か
せ
た
。
す
る
と
始
め
は
気
の
毒
に
思
っ
て
い
た
殿
上
人
は
笑
い
の
の

し
っ
た
。

、
右
は
今
昔
物
語
掻
巻
二
十
八
第
六
「
歌
読
元
輔
、
賀
茂
祭
渡
一
条
大
路
語
」

の
話
の
要
約
で
あ
る
（
宇
治
拾
遺
物
語
巻
十
三
第
二
に
同
話
が
あ
る
）
。
今
昔

巻
二
十
八
は
滑
稽
話
を
集
め
る
。
そ
こ
で
右
の
話
も
元
輔
に
関
す
る
滑
稽
話
と

し
て
と
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
話
の
面
白
さ
は
話
末
に
「
此

ノ
元
輔
ハ
、
馴
者
ノ
、
物
可
咲
ク
云
テ
人
咲
ハ
ス
ル
ヲ
役
ト
為
ル
翁
ニ
テ
ナ
ム

有
ケ
レ
バ
、
此
モ
面
目
ク
云
也
ケ
リ
ト
ナ
ム
語
り
伝
ヘ
タ
ル
ト
也
。
」
と
批
評
し

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
 
 
ヘ
 
 
 
 
へ

て
い
る
よ
う
に
、
元
三
が
面
元
ク
見
物
人
に
言
い
聞
か
せ
た
と
こ
ろ
に
あ

る
が
、
そ
れ
と
共
に
元
弘
が
落
馬
し
て
冠
を
落
と
し
た
こ
と
そ
れ
自
体
に
も
笑

わ
れ
る
要
素
が
あ
っ
た
。
そ
の
箇
所
を
原
文
に
は
左
の
通
り
記
し
て
い
る
。
．

 
「
年
老
タ
ル
者
ノ
馬
ヨ
リ
落
レ
バ
、
物
見
ル
君
達
、
糸
惜
ト
見
ル
程
二
、
元

心
配
疾
ク
起
ヌ
。
輪
尺
落
三
ケ
レ
バ
、
髪
割
賦
シ
、
盆
ヲ
被
タ
ル
様
也
。
 
（
中

略
）
夕
日
ノ
差
タ
ル
ニ
、
頭
ハ
鋪
々
ト
有
り
、
極
ク
見
苦
キ
事
前
限
シ
。
大
路

ノ
者
、
市
ヲ
成
シ
テ
見
嗅
リ
、
走
り
騒
グ
。
車
・
狭
匙
ノ
者
共
、
皆
直
上
テ
咲

ヒ
哩
ル
。
」

 
落
馬
し
た
が
け
な
ら
ば
ま
だ
よ
か
っ
た
。
人
々
は
む
し
ろ
気
の
毒
と
見
た
。

と
こ
ろ
が
次
に
冠
が
落
ち
る
と
、
元
輔
の
髪
は
な
く
、
禿
頭
で
あ
っ
た
。
頭
に
、

夕
日
が
さ
し
て
光
っ
た
。
晴
れ
の
日
に
お
け
る
失
敗
琶
話
の
伝
承
者
は
逐
一
追

（38）
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っ
て
語
り
、
記
し
て
い
る
。
冠
は
宮
中
の
諸
儀
式
の
際
、
礼
服
、
あ
る
い
は
朝

服
と
共
に
着
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
の
で
、
冠
を
落
す
こ
と
自
体
、
人
々
に
笑

わ
れ
る
可
能
性
が
あ
っ
た
。

 
平
安
時
代
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
の
記
録
や
資
料
を
見
る
と
冠
を
落
し
て

笑
わ
れ
る
場
合
が
多
い
。
た
と
え
ば
左
の
通
り
で
あ
る
。

 
一
、
落
窪
物
語
幽
門
で
は
、
賀
茂
祭
の
車
争
い
の
時
に
典
薬
助
が
雑
色
に
冠

を
落
さ
れ
て
人
々
に
笑
わ
れ
て
い
る
（
長
扇
を
さ
し
や
り
て
、
冠
を
は
く
と
う

ち
落
し
つ
。
髪
は
ち
り
ば
か
り
に
て
、
額
は
は
げ
入
り
て
、
つ
や
く
と
見
ゆ

れ
ば
、
物
見
る
人
に
ゆ
す
り
て
笑
は
る
。
）
。
二
、
枕
草
子
一
二
五
段
「
む
と
く

な
る
も
の
」
の
一
つ
と
し
て
「
翁
の
も
と
ど
り
放
ち
た
る
」
を
掲
げ
る
。

三
、
左
経
記
 
長
和
五
年
㎜
一
月
十
六
日
条
に
よ
る
と
、
皇
太
后
宮
少
量
良

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
こ

資
は
冠
を
落
し
て
笑
わ
れ
て
い
る
（
此
間
皇
太
后
宮
少
進
良
資
忽
脱
・
冠
、
衆

人
莫
レ
不
レ
解
レ
願
。
）
。
四
、
中
右
記
 
一
西
水
元
年
忌
四
月
二
十
日
条
で
は

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ロ

関
白
忠
実
の
賀
茂
詣
の
時
、
左
近
所
生
久
貞
が
冠
を
落
し
て
衆
人
に
笑
わ
れ
、

不
覚
第
一
と
言
わ
れ
て
い
る
（
殿
下
御
賀
茂
詣
也
、
只
申
略
》
番
長
武
正
馬
一
二

入
西
中
門
腋
三
間
、
左
近
府
生
久
貞
当
二
御
馬
一
顯
倒
、
三
次
三
三
レ
冠
、
衆
人

咲
レ
之
、
件
久
貞
為
二
仮
歯
随
身
一
、
走
二
当
走
馬
方
一
、
不
覚
第
一
慰
霊
、
人
々

云
合
。
）
。
五
、
古
事
談
第
一
「
道
導
放
言
事
」
で
は
、
大
納
言
道
綱
が
酒
を

賜
っ
て
諸
卿
の
前
で
舞
い
、
落
冠
し
て
笑
わ
れ
る
。
六
、
平
家
物
語
巻
三
「
公

-
卿
揃
」
で
は
、
掃
部
頭
時
晴
が
冠
を
落
さ
れ
て
若
い
殿
上
人
に
笑
わ
れ
て
い

る
。

 
こ
こ
で
元
輔
に
つ
い
て
述
べ
る
と
、
元
輔
は
歌
人
と
し
て
、
ま
た
清
少
納
言

の
父
と
し
て
著
名
で
あ
る
。
ま
た
元
輔
の
人
と
な
り
に
つ
い
て
は
今
昔
物
語
集

に
「
馴
者
ノ
、
物
可
咲
ク
云
テ
早
咲
ハ
ス
ル
ヲ
役
ト
為
ル
翁
ニ
テ
ナ
ム
有
ケ
レ

事
実
と
説
話
・
説
話
と
記
録

バ
（
以
下
省
略
）
」
 
（
宇
治
拾
遺
物
語
「
人
笑
は
す
る
事
、
や
く
に
す
る
な
か

け
り
」
）
と
あ
る
。
元
畜
が
は
た
し
て
人
咲
は
す
る
を
役
と
す
る
翁
で
あ
っ
た

か
ど
う
か
は
他
に
元
輔
に
関
す
る
話
が
な
い
の
で
何
と
も
い
え
な
い
。
清
少
納

言
の
明
る
い
ウ
イ
ッ
ト
に
富
む
性
格
か
ら
考
え
る
と
元
塩
に
も
そ
の
よ
う
な
面

が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

 
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
こ
の
話
に
反
映
し
て
る
人
々
の
関
心
の
一
つ
に
は

元
輔
に
対
す
る
興
味
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
話
の
伝
承
者
、
及
び
享
受

者
が
ど
の
よ
う
な
人
々
で
あ
る
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
愚
者
物
語
集
の
こ

の
話
の
題
に
は
歌
読
元
輔
と
あ
る
。
ま
た
巻
二
十
八
第
三
「
円
融
院
御
子
日
参

曽
祢
吉
忠
語
」
に
も
元
輔
は
歌
人
と
し
て
登
場
し
て
お
り
、
ま
た
俊
平
気
、
撰

集
官
等
に
も
元
号
は
歌
人
と
し
て
出
て
い
る
の
で
、
説
話
集
の
世
界
で
は
元
輔

は
歌
人
と
し
て
知
ら
れ
た
と
見
て
よ
い
。
こ
の
話
に
反
映
す
る
他
の
一
つ
の
関

心
は
落
冠
に
対
す
る
興
味
で
、
右
に
掲
げ
た
資
料
か
ら
当
時
の
こ
の
よ
う
な
関

心
、
諸
事
情
が
反
映
し
て
い
る
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

二
、
藤
原
貞
孝
頓
死
の
話

 
円
融
天
皇
の
世
の
こ
と
、
殿
上
で
式
部
丞
蔵
人
藤
原
貞
孝
が
頓
死
レ
た
、
そ

の
時
蔵
人
頭
藤
原
実
資
は
下
部
の
役
人
に
「
死
体
を
東
の
陣
か
ら
運
び
出
せ
。

」
と
命
じ
た
。
大
勢
の
役
人
、
女
官
が
死
体
を
見
よ
う
と
し
て
集
ま
っ
て
い
る

と
、
実
意
は
急
に
「
西
の
陣
か
ら
運
び
出
せ
。
」
と
言
っ
た
。
そ
の
た
め
貞
孝

は
人
々
に
恥
を
さ
ら
さ
ず
に
す
ん
だ
。
そ
れ
か
ら
十
日
後
、
貞
孝
は
実
資
の
夢

に
出
て
手
を
す
っ
て
泣
い
て
喜
ん
だ
。

 
右
は
今
昔
物
語
下
巻
三
十
一
第
二
十
九
「
蔵
人
式
部
貞
極
手
、
於
殿
上
俄
死

語
」
の
話
の
要
旨
で
あ
る
（
宇
治
拾
遺
物
語
巻
十
第
八
「
蔵
人
頓
死
の
事
」
に

、
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同
話
が
あ
る
。
）
。

 
 
貞
孝
が
宮
中
で
急
死
し
た
こ
と
に
関
し
て
、
小
右
記
目
録
、
日
本
紀
略
（
天

 
元
四
年
《
職
》
九
月
四
日
条
）
に
は
そ
れ
ぞ
れ
「
天
元
四
年
九
月
四
日
、
蔵
人
貞

孝
、
於
二
殿
上
一
頓
死
事
っ
」
 
（
小
右
記
目
録
）
、
 
「
蔵
人
式
部
丞
藤
原
貞
孝
候
二

 
殿
上
一
間
、
為
二
濡
物
一
審
レ
殺
。
」
 
（
日
本
紀
略
）
と
あ
る
。
ま
た
扶
桑
略
記
、

 
尊
卑
分
脈
に
も
同
様
の
記
事
が
あ
る
し
、
左
に
述
べ
る
通
り
小
右
記
寛
仁
二
年

 
条
に
も
関
連
記
事
が
あ
る
の
で
、
貞
孝
急
死
は
事
実
と
見
て
よ
い
。

 
 
た
だ
し
右
の
今
昔
物
語
集
の
よ
う
な
話
、
即
ち
実
資
が
貞
孝
の
死
体
を
東
の

 
陣
か
ら
出
せ
と
言
っ
て
次
に
西
の
陣
か
ら
運
び
出
さ
せ
た
こ
と
、
及
び
唐
言
が

 
実
資
の
夢
に
出
て
礼
を
言
っ
た
こ
と
が
実
際
に
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な

 
い
。
実
資
の
著
で
あ
る
小
右
記
に
も
天
元
四
年
の
記
事
は
な
い
。
一
方
少
な
く

 
て
も
以
下
の
こ
と
は
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
実
資
は
天
元
四
年
二
月
に
蔵
人
頭
に

 
な
っ
て
い
る
（
公
卿
補
任
）
。
そ
こ
で
実
資
は
貞
孝
の
上
司
な
の
で
、
貞
孝
急

 
死
の
時
に
実
資
が
同
席
し
て
い
れ
ば
実
資
が
貞
孝
の
死
体
の
世
話
を
し
た
こ
と

 
は
あ
り
得
る
。

 
 
貞
孝
頓
死
事
件
は
後
ま
で
影
響
を
与
え
た
。
・
左
に
二
例
げ
る
。

 
 
一
、
寛
仁
二
年
㎜
五
月
十
二
日
、
瀧
口
早
で
雑
仕
女
が
頓
死
し
た
（
小
右

 
記
、
左
経
記
、
御
堂
関
自
記
）
。
藤
原
実
資
は
小
右
記
の
中
で
同
事
件
を
次
の

 
通
り
記
す
。
 
「
未
剋
許
蔵
人
頭
左
申
弁
経
通
消
息
状
云
、
今
朝
瀧
口
女
、
於
二

 
本
所
内
一
頓
死
、
臨
レ
門
並
レ
令
二
取
捨
「
、
但
可
レ
用
二
北
陣
門
卑
欺
将
如
何
、

 
前
々
有
二
如
レ
此
之
時
一
如
何
確
乎
、
雲
量
門
井
乾
門
燈
如
何
、
報
云
、
不
レ
知
二

 
案
内
一
、
申
二
両
殿
一
、
鰍
腿
摂
可
一
進
止
［
、
但
下
書
宜
鰍
、
入
レ
夜
宰
相
来
報
、

・
大
殿
（
道
長
）
日
、
於
レ
家
修
二
孔
雀
経
法
｝
、
内
裏
穣
価
明
日
不
レ
可
二
参
内
一
、

 
前
々
希
有
三
二
禁
中
一
有
二
死
者
一
、
而
蔵
人
貞
堤
外
、
於
二
御
在
所
最
近
図
幅
、
未
レ

聞
事
也
、
可
レ
謂
レ
怪
鰍
。
」
 
（
五
月
十
二
日
条
）
こ
の
一
文
か
ら
、
小
右
記
で

は
貞
孝
の
頓
死
事
件
を
御
在
所
最
近
処
で
死
ん
だ
先
例
と
し
て
扱
っ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。

 
二
・
申
右
記
 
永
久
二
年
㎜
二
月
十
五
日
条
に
よ
る
と
・
前
の
晩
に
音
博

士
清
仲
が
急
死
し
た
。
そ
の
時
藤
原
豊
実
が
中
右
記
の
筆
者
宗
忠
に
ト
笠
す
べ

き
か
ど
う
か
を
た
ず
ね
た
と
こ
ろ
、
宗
忠
は
次
の
通
り
答
え
て
い
る
。
「
予
申

云
、
全
卜
籏
不
レ
可
レ
候
、
先
々
如
レ
此
頓
善
事
常
事
也
、
円
融
院
御
時
蔵
人
海

訳
出
二
殿
上
一
頓
死
、
殊
御
蓋
不
レ
見
駄
、
又
仰
云
、
可
レ
渡
二
他
所
一
哉
如
何
、

早
筆
二
渡
御
一
也
。
」

 
右
の
二
例
に
よ
れ
ば
、
貞
孝
の
頓
死
事
件
は
先
例
と
し
て
参
照
さ
れ
て
い
た

こ
と
に
な
る
。

 
平
安
時
代
の
記
録
を
見
る
と
、
頓
死
、
急
死
の
記
事
が
時
々
見
ら
れ
る
。
た

と
え
ば
左
の
通
り
で
あ
る
。

 
ア
、
三
代
実
録
 
貞
観
十
六
年
（
4
7
8
）
正
月
二
十
九
日
条
を
見
る
と
、
右
近

衛
宇
保
貞
主
が
急
死
（
右
近
衛
宇
保
貞
主
宿
二
直
侯
下
一
、
頓
得
レ
病
死
、
或
称
、

気
二
絶
於
宮
中
｝
、
言
語
、
二
二
里
宮
外
一
而
命
終
。
）
。
イ
、
貞
信
公
記
 
天
慶

元
年
（
8
3
9
）
正
月
二
十
二
日
条
を
見
る
と
、
右
近
書
算
山
春
樹
が
頓
死
（
右
近

訳
出
山
春
樹
候
レ
息
出
二
認
許
【
、
傍
載
レ
蔀
持
去
、
即
死
者
。
）
。
ウ
、
小
右
記

長
徳
三
年
．
（
7
9
9
）
十
二
月
十
日
条
を
見
る
と
、
内
供
志
野
が
東
三
条
院
で
頓
死

（
去
夜
忠
逞
、
納
同
期
於
二
女
院
《
詮
子
ジ
頓
死
、
又
云
、
寝
死
者
、
弟
子
等
隠

忍
今
朝
発
覚
、
左
府
《
道
長
》
［
口
人
々
着
剣
本
座
、
即
詰
遍
満
。
）
。
エ
、

長
秋
記
天
永
二
年
鋤
六
月
十
一
日
条
を
見
る
と
、
大
炊
殿
の
里
言
妻
が
頓
死

 
 
 
 
 
 
 
ロ

（
大
炊
殿
木
愚
妻
頓
死
、
彼
殿
頓
死
虎
髭
三
人
置
、
近
来
第
一
悪
所
也
、
件

繊
引
二
三
内
裏
「
、
価
爾
今
食
内
侍
所
星
光
人
里
レ
令
レ
参
云
々
。
）
。
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な
お
有
職
故
実
の
方
か
ら
い
う
と
、
人
が
死
ん
だ
所
に
同
席
す
る
こ
と
は
被

に
触
れ
る
こ
と
と
し
て
恐
れ
ら
れ
て
い
た
・
（
延
喜
式
巻
三
、
下
積
抄
「
筋
樵
部

」
第
二
十
）
。
こ
の
こ
と
は
右
に
引
用
し
た
一
文
（
一
、
二
、
ウ
、
エ
）
か
ら

も
い
え
る
。
頓
死
事
件
が
騒
が
れ
る
理
由
の
一
つ
に
は
こ
の
よ
う
な
事
情
が
あ

っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

 
こ
の
話
に
つ
い
て
、
今
昔
物
語
集
は
話
末
に
「
然
レ
バ
、
人
ノ
為
ニ
ハ
専
二
9

情
可
有
キ
事
也
。
此
ヲ
思
フ
ニ
、
頭
ノ
中
将
然
ル
止
事
元
キ
人
ナ
レ
バ
、
然
モ

急
ト
思
ヒ
寄
テ
被
俸
ケ
ル
也
ト
ナ
ム
、
此
ヲ
聞
ク
人
皆
頭
ノ
中
将
ヲ
讃
ケ

ル
ト
ナ
査
語
リ
伝
ヘ
タ
ル
ト
ヤ
。
」
と
批
評
す
る
（
こ
の
一
文
は
宇
治
拾
遺
物

語
に
は
な
い
）
。
こ
の
批
評
に
よ
れ
ば
、
今
昔
物
語
集
撰
者
は
こ
の
話
を
実
資

の
情
の
あ
る
話
と
し
て
扱
っ
て
い
る
。
小
右
記
等
を
見
る
と
、
実
資
は
道
長
に

批
判
的
立
場
を
と
っ
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
は
説
話
集
に
も
見
ら
れ
る
。
例
え

ば
今
昔
物
語
集
巻
十
二
第
二
十
四
「
関
寺
駈
牛
、
化
心
葉
仏
語
」
 
（
古
本
説
話

集
巻
下
第
七
十
「
関
寺
牛
聞
事
」
も
直
話
）
で
は
、
関
寺
の
牛
仏
を
拝
し
に
道

長
以
下
公
卿
殿
上
人
が
参
詣
し
て
い
る
が
、
実
資
だ
け
は
参
詣
し
な
い
（
入
道

．
大
相
国
ヨ
リ
始
メ
奉
テ
公
卿
・
殿
上
人
、
皆
、
不
詣
ヌ
人
元
シ
。
而
ル
ニ
、
小

野
ノ
宮
ノ
二
選
ノ
、
右
大
臣
ノ
ミ
ゾ
不
参
給
ザ
リ
ケ
ル
。
）
。

 
説
話
集
で
の
実
資
の
評
判
は
、
好
色
家
と
し
て
の
話
も
あ
る
が
（
古
事
談
）
、

比
較
的
よ
い
。
今
昔
物
語
書
巻
二
十
七
第
十
九
「
鬼
、
-
現
油
壷
形
殺
人
語
」
で

は
、
人
々
は
「
賢
人
ノ
右
ノ
大
臣
」
と
名
付
け
て
い
る
し
、
古
事
談
前
里
「
実

資
不
忘
兼
家
恩
忌
日
参
法
興
些
事
」
で
は
、
実
意
は
大
入
道
殿
兼
家
の
恩
を
忘

れ
ず
、
遠
忌
日
に
は
か
な
ら
ず
法
興
院
に
参
詣
し
た
と
い
う
。
こ
れ
ら
の
話
に

徴
し
て
考
え
る
と
、
今
昔
物
語
集
所
収
話
に
お
け
る
貞
女
頓
死
に
際
し
て
の
実

資
の
行
為
は
実
資
の
人
と
な
り
に
ふ
さ
わ
し
い
と
い
え
る
。

 
 
事
実
と
説
話
・
説
話
と
記
録

 
貞
孝
頓
死
話
に
反
映
し
て
い
る
人
々
の
関
心
、
あ
る
い
は
社
会
事
情
に
つ
い

て
考
え
た
が
、
以
上
の
要
旨
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
第
一
に
頓
死

に
つ
い
て
述
べ
る
と
、
頓
死
は
平
安
時
代
に
お
い
て
は
重
大
な
事
件
で
あ
っ

た
。
特
に
貞
孝
頓
死
事
件
は
先
例
と
し
て
後
の
事
件
の
参
考
に
さ
れ
た
。
第
二

に
実
資
に
つ
い
て
述
べ
る
と
、
説
話
集
で
は
実
資
は
賢
人
と
し
て
、
ま
た
情
の

あ
る
人
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
話
も
そ
の
評
価
に
ふ
さ
わ
し
い
話
と

い
え
る
。
な
お
r
の
話
に
は
死
ん
だ
極
出
が
実
資
の
夢
に
現
わ
れ
る
。
死
者
が
・

近
親
者
の
夢
に
現
わ
れ
る
の
は
往
生
話
に
多
い
。
こ
の
問
題
は
別
稿
で
述
べ

 
注
3

た
。

三
、
狐
に
迷
わ
さ
れ
る
話

 
賀
陽
良
藤
は
好
色
な
性
格
の
特
主
で
あ
っ
た
。
寛
平
八
年
秋
の
こ
と
、
年
若

い
女
を
見
て
良
藤
は
好
色
の
心
を
起
こ
し
、
女
に
つ
い
て
行
っ
て
一
夜
を
共
に

し
た
。
一
方
良
藤
の
家
で
は
、
良
藤
が
行
方
不
明
に
な
っ
て
以
来
兄
弟
や
子
供

達
が
十
一
面
観
倉
皇
を
造
っ
て
葛
藤
の
行
方
が
わ
か
る
よ
う
祈
っ
た
。
十
三
日

目
に
良
禽
は
一
人
の
俗
人
に
背
虫
を
突
か
れ
て
蔵
の
下
か
ら
這
い
出
し
て
来

た
。
良
藤
の
子
が
蔵
の
下
を
見
る
と
何
匹
か
の
狐
が
逃
げ
て
行
っ
た
。
良
藤
を

突
い
た
俗
人
は
観
音
で
あ
っ
た
。

 
右
は
今
昔
物
語
集
巻
十
六
第
十
七
「
備
申
国
賀
陽
影
藤
、
為
狐
夫
得
観
音
助

語
」
の
話
の
要
約
で
あ
る
。
こ
の
話
は
考
証
今
昔
物
語
並
等
の
指
摘
の
通
り
、

元
来
三
善
清
行
著
の
善
家
秘
記
に
あ
っ
た
（
関
連
話
は
扶
桑
略
記
寛
平
八
年

《
蹴
》
九
月
条
に
あ
る
。
）
。

 
と
こ
ろ
で
狐
が
女
に
な
っ
て
男
を
迷
わ
し
た
り
、
男
と
結
婚
す
る
話
は
平
安

時
代
だ
け
の
文
献
を
見
て
も
か
な
り
残
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
左
の
通
り
で
あ
'

（41）
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る
。 

一
、
日
本
霊
異
記
巻
上
第
ご
「
狐
為
レ
妻
令
レ
生
レ
子
縁
」
は
、
三
野
国
の
男

が
広
野
で
美
し
い
女
に
逢
っ
た
。
男
は
女
を
連
れ
帰
っ
て
結
婚
し
た
。
そ
の
後

女
は
犬
に
吠
え
ら
れ
て
狐
に
な
っ
た
。
二
人
の
子
孫
か
ら
力
の
強
い
人
が
大
勢

出
た
話
で
あ
る
。
二
、
本
朝
法
華
験
記
巻
下
第
一
二
七
「
朱
雀
大
路
野
千
」
 
（

今
昔
物
語
集
巻
十
四
第
五
も
同
話
）
は
、
一
人
の
男
が
朱
雀
大
路
で
女
に
逢
っ

た
。
男
は
女
と
一
夜
共
に
す
る
こ
と
を
望
ん
だ
。
女
は
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
す

れ
ば
男
が
死
ぬ
こ
と
に
な
る
か
ら
と
言
っ
て
受
け
な
か
っ
た
が
、
遂
に
身
代
り

に
な
っ
て
死
ぬ
か
ら
法
華
経
を
書
写
し
て
供
養
し
て
欲
し
い
と
言
っ
て
、
男
に

従
っ
た
。
翌
日
男
は
真
偽
を
知
り
た
い
と
思
幽
っ
て
武
徳
殿
に
行
く
と
、
狐
が
男

の
与
え
た
扇
を
顔
に
覆
っ
て
死
ん
で
い
た
話
。
三
、
今
昔
物
語
集
巻
二
十
七
第

三
十
八
「
狐
、
変
女
形
値
幡
磨
安
高
語
」
は
、
経
筒
安
高
と
い
う
近
衛
舎
人
が

婁
の
松
原
で
女
と
出
会
っ
た
。
安
高
は
女
は
前
か
ら
聞
い
て
い
た
人
を
だ
ま
す

狐
と
思
っ
て
、
刀
を
女
の
顔
に
当
て
る
と
、
女
は
狐
に
な
っ
て
逃
げ
た
話
。

四
、
今
昔
物
語
集
巻
二
十
七
第
三
十
九
「
狐
、
変
人
妻
形
来
家
語
」
は
、
狐
が

妻
に
変
じ
て
雑
色
男
の
家
に
入
っ
た
が
、
、
男
に
捕
え
ら
れ
そ
う
に
な
っ
て
姿
を

あ
ら
わ
し
た
話
。
五
、
今
昔
物
語
有
布
二
十
七
第
四
十
一
「
高
陽
川
狐
、
鼎
呂

乗
馬
訳
語
」
は
、
夕
方
に
な
る
と
狐
が
女
童
に
な
っ
て
人
の
馬
に
乗
り
、
四
五

町
行
く
と
馬
か
ら
飛
び
降
り
て
逃
げ
る
話
。

 
右
は
説
話
集
の
場
合
で
あ
る
が
、
他
の
例
と
し
て
六
、
台
記
 
康
治
三
年

幽
五
月
三
十
日
の
記
事
を
掲
げ
る
。

q 
「
参
レ
院
、
新
院
侍
所
司
治
部
卿
親
警
語
日
、
臣
有
レ
僕
、
生
年
十
六
、
日

在
二
納
殿
内
一
之
時
、
有
二
一
年
若
女
一
、
月
初
者
、
親
頼
僕
、
与
レ
之
通
、
事
艶

出
去
、
即
陰
瘡
、
数
日
而
膿
腫
遂
落
 
、
先
三
四
五
許
日
、
狐
来
二
軒
間
一
、

見
二
此
少
男
一
云
々
、
奇
異
之
甚
、
近
代
未
聞
事
也
、
是
大
炊
御
門
北
、
高
倉
東

亭
也
、
此
亭
自
レ
本
多
レ
狐
也
、
先
年
夏
比
、
難
病
見
数
日
、
禁
レ
之
以
二
弓
矢
一
、

遠
見
無
レ
止
レ
変
（
事
ノ
誤
力
）
、
予
備
二
食
量
早
戸
一
、
自
レ
此
之
後
、
狐
不
・
見
焉
、
夏

知
、
狐
有
二
神
霊
一
乎
、
此
亭
郭
内
、
白
乾
角
、
有
二
古
小
神
社
一
、
若
金
神
之

所
レ
致
鰍
、
加
之
、
此
亭
度
々
免
二
四
方
火
災
、
及
家
中
放
火
之
逐
一
聖
岳
。
」

 
右
の
記
事
に
よ
る
と
、
治
部
卿
親
頼
の
僕
が
若
い
女
と
通
じ
た
。
そ
の
数
日

前
、
狐
が
こ
の
男
の
顔
を
見
た
と
い
う
。
台
記
の
筆
者
頼
長
は
親
頼
か
ら
こ
の

話
を
聞
い
て
、
 
「
奇
異
之
甚
、
近
代
未
聞
事
也
」
 
「
狐
有
二
神
霊
一
乎
」
と
述
べ

て
い
る
。

 
な
お
箋
注
倭
名
類
聚
抄
の
「
狐
」
の
条
に
「
孫
悩
日
、
狐
能
為
二
妖
怪
一
、

至
二
百
歳
一
化
為
レ
女
皇
」
と
記
す
。
こ
れ
ら
の
資
料
か
ら
、
狐
が
女
に
な
る
と

い
う
こ
と
は
事
実
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
と
見
て
よ
い
。

 
平
安
時
代
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
の
文
献
を
見
る
と
、
狐
は
女
に
な
る
だ

け
で
は
な
く
、
不
思
議
な
力
を
持
つ
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
左
に
資
料
を
掲
げ

る
。

 
一
、
今
昔
物
語
集
に
は
「
霊
狐
」
．
（
巻
十
六
第
十
七
「
備
中
国
賀
陽
良
藤
、

為
狐
夫
得
観
音
助
語
」
）
、
「
狐
ハ
変
化
有
者
ナ
レ
バ
」
 
（
巻
二
十
六
第
十
七

「
利
仁
将
軍
若
時
流
敦
賀
将
行
五
位
語
」
）
、
 
「
狐
ハ
人
ノ
形
ト
変
ズ
ル
事
ハ

昔
ヨ
リ
常
ノ
事
也
」
 
（
巻
二
十
七
第
四
十
一
「
高
陽
川
狐
、
言
路
乗
馬
尻
語
」
）

之
あ
．
磐
炉
胎
源
氏
物
語
に
は
「
港
ル
ブ
狐
な
ぜ
の
変
化
に
や
」
遜
い
蓬
控
レ
掛
ρ

「
狐
の
、
変
化
し
た
る
か
」
 
（
手
習
）
と
あ
る
。
三
、
大
江
白
房
著
「
狐
媚
認

 
 
 
 
 
 
の

」
は
康
和
三
年
m
に
お
け
る
露
量
の
妖
に
つ
い
て
の
例
を
上
げ
る
。
四
、
扶

桑
略
記
 
延
久
四
年
㎝
十
二
月
七
日
条
に
よ
る
と
、
巨
霊
狐
を
殺
し
た
た
め

 
 
 
 
 
 
 
 
ロ

流
罪
と
な
っ
て
い
る
 
（
前
大
和
守
藤
原
成
資
男
三
郎
仲
季
。
三
二
伊
勢
斎
宮
辺
一
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依
下
射
二
殺
白
霊
異
一
之
罪
過
上
。
配
二
流
土
佐
国
。
）
。
五
、
続
古
事
談
巻
二
に
、

狐
を
神
体
と
し
て
い
た
社
の
近
く
で
狐
を
射
た
話
を
の
せ
る
（
古
へ
野
壷
ヲ
神

ノ
礼
《
新
校
群
書
従
は
体
》
ト
ナ
シ
タ
ル
社
ノ
ポ
ト
リ
ニ
テ
キ
ッ
ネ
ヲ
射
タ
ル

モ
ノ
ア
リ
ケ
リ
。
）
。
な
お
四
、
五
か
ら
狐
が
神
と
見
ら
れ
て
い
た
場
合
が
あ

 
 
 
 
 
 
 
 
注
1

つ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

 
今
昔
物
語
集
巻
二
十
第
七
「
染
殿
后
、
為
天
宮
被
焼
乱
語
」
に
よ
る
と
狐
は

物
怪
に
も
関
係
す
る
。
即
ち
、
文
徳
天
皇
の
母
、
染
殿
の
后
が
物
気
に
煩
っ
た

時
、
金
壷
山
の
聖
人
を
召
し
て
加
持
さ
せ
た
。
す
る
と
一
人
の
侍
女
が
狂
っ

て
、
懐
か
ら
老
狐
が
出
て
来
た
。
一
方
聖
人
は
后
の
美
し
さ
に
迷
っ
て
恋
死
に

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注
2

し
、
鬼
に
な
っ
て
后
層
悩
ま
し
た
。

 
物
怪
に
煩
う
場
合
に
狐
が
関
係
す
る
時
が
あ
っ
た
こ
と
は
次
の
例
に
も
あ

る
。
即
ち
富
家
語
第
一
九
一
で
は
藤
原
忠
実
の
「
発
心
地
」
の
時
に
狐
が
登
場

す
る
（
命
脈
、
吾
発
心
地
シ
テ
少
宜
成
タ
リ
シ
時
、
小
狐
ノ
ウ
ツ
ク
シ
ケ
ナ
ル

カ
肩
ノ
上
二
二
ト
見
、
又
背
二
大
狐
ハ
ヒ
カ
・
ル
、
又
亀
目
ノ
下
モ
曲
目
様
二

成
テ
覚
シ
翻
心
、
人
共
シ
ハ
シ
ア
キ
レ
テ
後
脳
ハ
咲
ナ
ト
シ
キ
。
其
後
不
見
。

又
別
冊
祈
ラ
レ
サ
リ
キ
。
）
。

 
以
上
、
良
藤
が
狐
に
迷
わ
さ
れ
た
話
を
め
ぐ
っ
て
関
連
の
あ
る
資
料
を
上
げ

た
が
、
狐
が
女
に
化
す
る
こ
と
、
及
び
狐
が
不
思
議
な
力
を
持
つ
こ
と
が
一
般

に
信
じ
ら
れ
て
い
た
こ
と
、
及
び
良
藤
の
話
に
そ
の
よ
う
な
当
時
の
世
相
が
反

映
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
た
で
あ
ろ
う
。

く
、
濃
淡
の
差
は
あ
る
が
他
の
話
に
つ
い
て
も
言
い
得
る
。
だ
だ
し
煩
雑
に
な

る
の
で
今
回
は
三
例
に
と
ど
め
、
他
の
例
は
他
の
機
会
に
ま
わ
す
こ
と
に
し

た
。

注
1
、
古
事
類
苑
「
神
祇
部
」
「
動
物
部
」
に
さ
ら
に
く
わ
し
く
実
例
を
上

 
 
げ
る
。

 
2
、
こ
の
話
の
類
話
と
し
て
、
考
証
今
昔
物
語
集
、
日
本
古
典
文
学
大
系

 
 
で
は
拾
遺
往
生
伝
巻
下
、
扶
桑
略
記
（
元
慶
二
年
九
月
）
、
古
事
談
巻

 
 
三
、
宇
治
拾
遺
物
語
巻
十
五
第
八
、
真
言
伝
来
二
階
十
七
等
を
指
摘
す

 
 
る
。
こ
の
ほ
か
扶
桑
略
記
（
仁
和
四
年
忌
所
収
の
「
相
応
和
尚
伝
云
」

 
 
以
下
、
天
台
南
山
無
動
寺
建
立
和
尚
伝
所
収
の
「
貞
観
七
年
、
染
殿
皇

 
 
后
被
・
悩
二
天
狐
一
」
以
下
の
記
事
を
類
話
と
し
て
追
加
で
き
る
。
こ
れ

 
 
ら
の
資
料
の
う
ち
今
昔
の
話
と
近
い
内
容
の
話
は
真
言
伝
所
収
の
「
清

 
 
行
勲
爵
ク
」
以
下
の
話
で
あ
る
。
扶
桑
略
記
（
仁
和
四
年
）
、
天
台
南

 
 
山
焼
動
寺
建
立
和
尚
伝
所
収
の
記
事
は
、
相
応
和
尚
が
后
の
御
悩
を
加

 
 
持
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
て
金
峯
山
聖
人
は
登
場
し
な
い
が
、
狐
は
登

 
 
場
す
る
。

 
3
、
 
「
藤
原
義
孝
往
生
の
話
を
め
ぐ
っ
て
」
 
（
平
安
朝
文
学
研
究
 
昭
和

 
 
四
十
八
年
八
月
）

C43）

結

び

 
以
上
、
三
例
と
り
上
げ
て
話
の
背
後
に
当
時
の
人
々
の
関
心
事
や
社
会
事

情
、
世
相
が
反
映
し
て
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
こ
の
こ
と
は
右
の
話
だ
け
で
な

事
実
と
説
話
・
説
話
と
記
録


